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ヨーロツパ語では、「私は痛みをもっ（Ihave a pain.) Jと表現する。だが、「痛
みをもっjといっても、私は何か一定の対象を保持しているわけではない。こ
の表現は痛みのうちに自己を見出していること、オリヴィエが言うように、「私
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